
工学システム学類へようこそ
 「工学システム」とは
どんな技術者になれる？
そのような技術者を育成する仕組み
他学類との違い
入学後の生活＋卒業後
卒業後の進路は
入試情報

新情報！！ 2主専攻化



• ある特定の（工学）分野だけを深掘りするだけでなく，それらを
横断的に再構築した工学を基盤とする新しい体系（システム）

「工学システム」とは?



生活を支えるモノ

・機械⼯学
・航空宇宙⼯学
・電気電⼦⼯学
・船舶海洋⼯学
・化学⼯学
・情報⼯学
・⼟⽊⼯学
・建築学
・⾦属材料⼯学
など

工学システム学類

産業分野

自動車

航空機

鉄道車両

電機・精密

電子・医療

通信・情報

造船・機械

エネルギー

環境技術

建設

素材

化学

食品

技
術

⼈
材

横断的に工学を学習すると、広い分野で活躍できる



・機械⼯学
・航空宇宙⼯学
・電気電⼦⼯学
・船舶海洋⼯学
・化学⼯学
・情報⼯学
・⼟⽊⼯学
・建築学
・⾦属材料⼯学
など

⼤学の⼯学部

産業分野

自動車

航空機

鉄道車両

電機・精密

電子・医療

通信・情報

造船・機械

エネルギー

環境技術

建設

素材

化学

食品

技
術

(対照)一般的な工学部のイメージ

生活を支えるモノ 対応する分野が決まっている



・詳しくは 工シスHP>学類案内＞教育の目標 参照

「どんな技術者になれる？

目標とする技術者像

工学システム学類における教育か目゙標とする技術者像は、安心と安全、快
適さと豊かさをあわせ持った持続可能な社会を工学面から支え・牽引てぎ
る人材てあ゙る。その目標を達成するために、分野こどに 細分化された従来
の縦型の学問てばなく、横断的にそれらを再構築した工学を基盤とする新
しい教育体系を構築し、
1. 人間、機械、情報、社会基盤なとの゙広い分野に応用てぎる基礎能力
2. 広い視野を持った仕事の遂行能力
3. 社会人・職業人としての人間基本力
を身に付けた技術者・研究者を養成するための教育を行う。



目標とする技術者を育成するための授業構成
→ 次ページ

授業内容や学習の順番も考えられてる。
→ 次々々ページ：授業の流れ

そのような技術者を育成する仕組みは？
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授業の流れ（授業内容や学習の順番が考えられてる。）
例えば

技術者を育成する仕組み

(詳しくは ⼯シスHP>講義科⽬＞履修の⼿引き>授業の流れ 参照)



他学類との違い



1年次 2年次 3年次 4年次

理⼯学群共通科⽬の学習
1. 微分積分、線形代数
2. ⼒学、電磁気学

⼤学共通科⽬ 情報・英語等
他学類の基礎的な科⽬を幅広く

学類選抜・推薦・後期入試

入学後の生活１



1年次 2年次 3年次 4年次

⼯学システム学類共通科⽬の学習
1. 微分積分、線形代数の続き、微分⽅程式等
2. ⼒学、電磁気学の続き、熱⼒学、流体⼒学、材料⼒学等
3. プログラミング
4. 計測⼯学、電気回路、確率統計
5. 基礎実験

主専攻振り分け総合学域群

総合選抜
イベント：合流

入学後の生活２



1年次 2年次 3年次 4年次

主専攻振り分け 卒業研究配属 ⼤学院⼊試

知的・機能⼯学システム

エネルギー・メカニクス
共通科⽬の学習

知的・機能⼯学
システム
エネルギー・
メカニクス

専⾨科⽬の学習 卒業研究

受講可(他学類科⽬も)

イベント：主専攻振り分け

入学後の生活３



1年次 2年次 3年次 4年次

⼯学システム学類共通科⽬の学習
応⽤数学
フィードバック制御
機械設計
信頼性⼯学
電⼦回路

主専攻振り分け

入学後の生活４



1年次 2年次 3年次 4年次

各専攻での専⾨科⽬(知的・機能)
線形システム制御,コンピュータとネットワーク,
プログラミング序論,論理回路,離散数学,専⾨英
語,バイオシステム基礎,メカトロニクス機構解析,
システム最適化,専⾨英語演習,ディジタル信号処
理,情報通信システム論,通信⼯学,情報理論,
ヒューマンインタフェース,データ構造とアルゴ
リズム,ロボット⼯学,⼈⼯知能,画像処理,システ
ムダイナミックス,応⽤プログラミング,パターン
認識,数値解析,知的情報処理,メカトロニクス機
能要素概論,研究・開発原論,専⾨実験, 応⽤実験

主専攻振り分け

入学後の生活５



1年次 2年次 3年次 4年次

各専攻での専⾨科⽬(エネルギー・メカニクス)
応⽤材料学,応⽤材料⼒学,宇宙⼯学,数値計算法,振
動⼯学,物理化学概論,電磁⼒⼯学,構造⼒学,熱⼯学,
応⽤熱⼒学,応⽤流体⼒学,建築設計製図,パワーエ
レクトロニクス,設計計画論,エネルギー学⼊⾨,建
築環境⼯学,流体⼯学,伝熱⼯学,⼟質⼒学,複合材料
学,⽔環境論,コンクリート⼯学,電⼒⼯学,建築設備,
燃焼⼯学,構造⼒学,エネルギー機器学,電磁材料学,
環境リモートセンシング,建築設計,製図,地圏気圏
の環境論,機器運動学,気体⼒学,地盤⼯学,⽔素エネ
ルギー⼯学,防災⼯学,鉄筋コンクリート構造学,鋼
構造学,専⾨実験, 応⽤実験

主専攻振り分け

入学後の生活６



1年次 2年次 3年次 4年次

⼤学院修⼠課程
約85%

⼤学院博⼠課程

オリエンテーション 主専攻振り分け ⼤学院⼊試卒業研究配属

卒業後



知的・機能システム主専攻 エネルギー・メカニクス主専攻

卒業後の進路は？



入試情報



令和３年度入学生から

工学システム学類は

２主専攻になります!!



1年次 2年次 3年次 4年次

主専攻振り分け 卒業研究配属 ⼤学院⼊試

知的・機能⼯学システム

エネルギー・メカニクス
共通科⽬の学習

知的・機能⼯学
システム
エネルギー・
メカニクス

専⾨科⽬の学習 卒業研究

受講可(他学類科⽬も)

イベント：主専攻振り分け

入学後の生活３ （再掲）



⼯学システム学類の主専攻
令和３年度⼊学⽣から
• 知的・機能⼯学システム主専攻
• エネルギー・メカニクス主専攻
の２主専攻体制

（参考）令和２年度⼊学⽣まで
• 知的⼯学システム主専攻
• 機能⼯学システム主専攻
• 環境開発⼯学主専攻
• エネルギー⼯学主専攻
の４主専攻体制でした．



⾼校⽣から⾒ると
• 主専攻に分かれるのは２年秋学期のため，直接関係す

るのは⼊学後になります．
• どの⼊試で⼊学しても同じです．
• 希望する主専攻に⾏きやすくなります．
• 幅広い科⽬が卒業のための単位になります．

総合選抜 33名
学類選抜 55名
後期⽇程 20名
推薦⼊試 20名
(総合理⼯ 2名)

知的・機能⼯学システム
主専攻 （半数）

エネルギー・メカニクス
主専攻 （半数）

⼊学時 ２年秋



知的・機能⼯学システム主専攻

関連分野︓
情報学・⼈⼯知能・リスク⼯学・電気電⼦⼯学・通信⼯
学・制御⼯学・システム⼯学・機械⼯学・サイバニクス・
ロボット⼯学

研究のキーワード︓
計算知能，書き換え可能LSI, バーチャルリアリティ，ハ
プティクス，柔軟ロボティクス，サイバニクス，ロボット
制御，コンピュータビジョン，光・超⾳波センシング，セ
ンサ融合，情報通信，ソフトコンピューティング，など．

⼈に優しい，⾼度に知的・機能化された総合的な
システムの実現を⽬指す．



エネルギー・メカニクス主専攻

関連分野︓
機械⼯学・材料⼯学・エネルギー学・電気電⼦⼯学・原⼦
⼒⼯学・航空宇宙⼯学・建築⼯学・⼟⽊⼯学・環境⼯学・
リスク⼯学

⼒学，電磁気学，熱⼒学などの物理現象に対する知
識に⽴脚した総合的なシステムの実現を⽬指す．

研究テーマの例︓
エネルギー・宇宙機器材料の応⽤開発技術,
混相流の流動現象，気候変動適応の⾵⽔害ハザードリスク，
地震や津波リスクに対する構造物信頼性解析，など．


